
○ 高齢化の進行、世帯構成の変化、国民のライフスタイルの多様化などにより、国民の福祉・介護ニーズはますま
す拡大している一方、生産年齢人口の減尐に伴い、労働力確保が重要な課題になると見込まれており、質の高い人
材の安定的確保は喫緊の課題。

背 景

・ 予 算 額：３２０億円（セーフティネット事業費補助金）
※２次補正予算

・ 事業概要：介護福祉士・社会福祉士養成施設等の入学
者に対して修学資金の貸付けを行う。
（福祉・介護の仕事に５年間従事した場合、
返還を免除。）

・ 予 算 額：（１）２０５億円（下記①～④）※２次補正予算

障害者自立支援対策臨時特例交付金に基づく基金事業として実施

（２）セーフティネット事業費補助金の内数
（下記⑤、⑥）※２１年度当初予算

・ 事業概要：①進路選択学生等支援事業
②潜在的有資格者等養成支援事業
③複数事業所連携事業
④職場体験事業
⑤福祉・介護人材定着支援事業
⑥実習受入施設ステップアップ事業

介護福祉士等修学資金貸付制度の拡充 福祉・介護人材確保のための緊急対策

平成２０年度２次補正、平成２１年度予算において緊急対策を実施

福祉・介護人材確保対策の拡充について

現行事業

福祉・介護人材マッチング支援事業

平成２１年度補正予算において実施

今回の「新たな経済対策」における対応

キャリア形成訪問指導事業
・要 求 額：９８億円

（障害者自立支援対策臨時特例交付金に積み増し）

・補 助 率：定額（１０／１０）
・実施主体 ：都道府県

個々の求職者にふさわしい
職場を開拓するとともに、働
きやすい職場づくりに向けた
指導・助言

事業所を巡回・訪問して研
修を行うことにより、職員の
キャリアアップや資質の向上
及び定着を支援
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